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液体Heに於けるParamagnonとBCS-State
･ij㈲ ニーi I･∂ii+ Ⅰ･X(iOi㈲ ･,kJ(d ･2
ここで, 0 (1), a (2),a(3)は,夫々, Pauli,sspinmatrixで, 0(0)≡ iI(Ⅰ:
unitmatrix)であるo又 xi(ok)(i)は, barespinsusceptibilityで, 次で与えら
れる｡
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塾 ここで, A&)≡(2 1Ai(k)12)X , 又, 栂 ｡M m｡gnonによる S｡1ト ｡n｡rgyi=1
correctiorlからの寄与で,
･… -1花vf･j.kfdq･q･<[ィ ｡｡(い Z,ii(d ],,1 2 34 i=.
で表わされる4)o但 し,<柏)>は, qの方位に関する平均を意味するo更に,Fij
も,Tc≪亮･Tf, (屯2…ト Ipf)のときは,より具体的に,次で与えられる.
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宗田敏雄
ここで, ri(;)(a--lI/2･[- IxEoi)(i)]-., xYi)(q) は, i-Oの 暗,J no,)(a,
i≠0の時, xLo)(d であるO但 し, xn(0)(d)は, normalstateでの barespinsus-
ceptibility であるo又, ∂xijは,









で与えられるo但 し,<f&)>･k⊥q は, qに垂直な fermi面上での平均を表わすo
ここで,文献 3)では,誤った 6xij(i)の表式を用いていることに注意 しようo
以上の結果を, tripleトー p pairingstateの場合に当てはめると, T£T｡ 近傍で
のFreeenergyは,まともに計算出来て, Paraniagnon効果が,極端に大きい場合
(G.2≪1)を除いて,文献 3の結果と,本質的に殆んど変らぬものを得る｡即ち,
bl…(が/ 7E(3))･(1+A)･(Tc/Tf)･(I/Ul)2･γl(但 し, Ulは, Tcを定めているヽ
有効相互作用 4),又, γlは, r(q)の 1-thcomponentであるOここで,r(q)≡
(pf/q)(xio)(d)/ xn(o)(.))[ト Ixn(o)(i)r 2) を導入すると, 0.15<bl の時に
は, A l(k)…A.(k2+ikュ)/ k, A2-A ｡-0で表わされるESPIStateが,最も
安定になることがわかる｡
一方, T-OoK に於けるgroundとtateenergy woは,-p｡･A 2/8打2 で与えら
れる5)o (ここで, A …const･exp[(1十･l)/pf･Ueff ∂B], 但 し,∂Bは,
上述の ESp-Stateで, 1･201,又, Ai･駄)… Ao･(ki/k),(i-1,2,3)で表
わされるBW-stateで; 1･263である｡ )今, U｡ffを,(1)式で評価 してやると,容
易に,W｡が求まって,その結果, b.<0.23･(1+ A)のとき, BW-S′tateが,最
も安定になる｡従って,先の結果と合わせると,結局, 0.15<bl<0.23･(1+A)






りそうである｡更に,全体的な相図の様子も, pamagnon効果,即ち, bl の圧力依存
を考慮すれば,説明出来るのではないかと思っている｡
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